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モノ システム自然法則

２種類のシステム
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システム

目的意識
行動規範

ゼロから作り上げることができる
自然界のばらつきの範囲内で
あれば再現性がある。

要素に人が含まれるので設計どおりに
いかない。自らの意図で自律的に変化
する。ゼロからではなく、現行のしくみの
改変や組み換えとなる。

第二種のシステム（業務システム）

第一種のシステム（人工物システム）

自然法則を利用した技術的
思想の創作のうち高度のもの

① 物（プログラム等を含む）
② 方法
③ 物を生産する方法

知的財産権（特許）の対象

ここは知財権
では守れない
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モノを売る企業 VS コトを売る企業
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モノ コト

利用者

企業

価値

しくみ構築

販売

収益

収益

使う
問題解決

販売では、一度しか収益の機会がない。一方、
サービスは、使うたびに収益が安定的に得られる。

製造業（製造したモノを販売して収益を得る）
⇔ サービス業（利用時の付加価値により収益を得る）
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継続的な関係の構築
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コト

利用者

モノ

使う

企業
提供

しくみ構築

収益

情報

問題解決

データ

IoT

プラットフォーム

プラットフォーム化することで、使う“こと”による付加
価値にダイレクトに課金することができるようになる。



© 2016 西岡靖之

プラットフォーマ―が市場を制する
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プラットフォーマ―

利用者

利用者

利用者

利用者企業

企業

企業

企業

企業

企業

収益収益

ロックイン

デファクト標準

レギュレーション

ポータルサイト

ビックデータ

パーツ化

利用者側の多様性が増すほど、プラットフォームが要求されるようになり、
プラットフォーマ―が台頭する土壌ができ、やがてそれに支配される。
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ワークセンタ

生産要素仕掛品

ワークセンタ

資材

作業区作業区

拠点（工場）

製品または資材 製品

拠点（工場）

企業

製品

工場は“コト”（サービス）だらけ
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コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト

コト

コト

コト コト

コト

コト

コト

コト

自分でやる“コト”を第三者が行うか、または
支援する場合に“サービス”として定義できる。



© 2016 西岡靖之

ワークセンタ

生産要素仕掛品

ワークセンタ

資材

作業区作業区

拠点（工場）

製品または半製品 製品

拠点（工場）

企業

製品

工場は“コト”（サービス）だらけ
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コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト
コト

コト

コト

コト

コト

コト

コト コト

コト

コト

コト

コト

ゆるやかな標準によって、個別の現
場依存であった「コト」を外部とつなが
ることができるように整理整頓し、付

加価値の高いサービスとして切り出す
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水平分業の構造
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生産要素仕掛品 製品または半製品

ワークセンタ

コト

コト

コト

コト

“コト”のサービス化

ＩｏＴプラット
フォーム

品質情報
工程情報
・・・

仕掛品

半製品

仕掛品
仕掛品

仕掛品

半製品
半製品

半製品
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国内にいても海外展開！？

製造モジュール
（工場／工程／設備）

饅頭のあん
秘伝のタレ

海外工場 国内拠点

バーチャル工場

生産技術
製造ノウハウ

饅頭モデル、秘伝のタレモデル 9

つながっていれば、国内／海外はボーダレス
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￥
高度な日本のものづくりは
いずれ海外に流出する！

知財戦略と“伸びゆく手”

日本のものづくり

日本のものづくり

＄

つながっている場合

つながっていない場合

国内

国内海外

海外

海外でのものづくりで得ら
れる付加価値を日本国内
に還元するしくみをつくれ
ばよい！

ならば
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ノウハウは
隠すもの？

ノウハウを見せて
仲間を引込む！
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ＩｏＴ時代の競争戦略
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データやロジックは、ネットワーク構造
を自社に優位なハブ構造となるよう仕
向けるための手段であり目的でもある。

伸びゆく手c.f.

グローバルに展開されたデータのネット
ワークにおいて、データの経路（ハブ）を抑
えることがビジネス競争上の優位を得る。

知識、ノウハウは小出しにして、チラリ、チラリと見せ
ながらシェアを拡大。（拡散スピードをコントロール）
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伸びゆく手の使い方
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自社保有技術自社独自技術

市場技術全体

自社

競争先協調先

製品
サービス

取引コスト＆
ライフサイクルコスト

製品価値＆
つながることの価値

顧客

製品
サービス

①自社固有技術の一部
オープン化を競争先に先
駆けて繰り返し仕掛ける

②伸びゆく手が働き
顧客、パートナーと
の関係性が変化

③持続型製品やサービス
の場合保守性などライフ
サイクルコストが低下

④ネットワーク型の製
品やサービスの場合は
つながる先がさらに増
えて利用価値が増加

⑤新たにオープン化する
技術範囲は、競合先との
相対的な関係で決定

⑥競争優位を維持するた
めに常に新たな独自技術
を開発しストック
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つなげることが付加価値を生む！

大手製造業 中小製造業

海外拠点

中堅製造業

国内拠点 九州地域

東北地域

ユーザ

消費者

装置のトレーサビリティ

情報のトレーサビリティ

製品（ワーク）のトレーサビリティ

技術（知財）のトレーサビリティ
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競争領域と協調領域の境界再定義

デジタルとアナログの境界再定義

製造ラインを
パーツとして再

構成する

リアルとバーチャル
の融合で新たな需

要の創出

インダストリアル・バリューチェーン・イニシアチブ


